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 11月６日（土）は、森町小学校にとって「お米デー」でした。中央公民館で開催された第 17回私のメッ

セージ三条市小学生大会で６年生の安仲煌大さんが「お米はすごい」と題し、発表したからです。また、同

じ時間帯に道の駅漢学の里では、５年生全員が「米フェス」に参加して、自分たちが植えて収穫した「森笑

米」（もりしょうまい）を販売したり、ステージイベントで活躍したりしたからです。 

 

 安仲さんは、森町小学校を代表して１年前に行った取組を丁寧に伝えました。森町小学校で学んでいる価

値が聴衆の皆さんに伝わったと思います。以下は、安仲さんの発表内容、次ページは５年生の活躍ぶりです。 

 

お米はすごい 

安仲 煌大 

森町小学校は下田地区にあります。５年生は総合的な学習の時間でお米を育てています。ぼくたちも５年生の時に、学

校田でお米を育てました。お米の名前は「森笑米」です。「森が笑う米」と書いて森笑米です。下田のお米でみんなを笑

顔にしたいという気持ちをこめて、この名前がつけられています。 

稲作ボランティアの皆さんや、田んぼを貸してくださった農家の方と一緒に作った森笑米をたくさんの人に知ってもら

いたいと考え、「米フェス」というイベントを計画しました。お米の販売や学習発表をして、下田のお米の魅力を伝えま

した。米フェスを行うまでに、思い出に残ったことが３つあります。 

１つ目は、「田植え」です。学級のみんな、学校田を管理してくださる農家の方、地域ボランティアの方、たくさんの

人たちと一緒に苗を植えました。「いろいろな人たちが関わって作ったお米は、愛情がこもって絶対においしくなる。」

そう思いました。また、「食べた人が笑顔になって、おいしいと思える米を作りたい。」とも思いました。田植えが終わ

って観察に行くたびに、稲が成長したり、穂が出て色が変わっていったりする様子を見て感動しました。早く大きくなっ

てほしいと思いました。 

２つ目の思い出は、「稲刈り」です。稲刈りもたくさんの人の協力のおかげで行うことができました。稲をかまで刈り、

束を作って集めました。お米を刈ることは難しいと思いました。稲刈りが終わった後、束になっている稲を見たら、量が

多くておどろきました。みんなで協力しながら刈り取ることの大切さを感じました。その後は収穫祭を行い、お米を使っ

たしただの郷土料理「ひこざぇん」を作ってみんなで一緒に食べました。とてもおいしかったです。 

３つ目の思い出は、「米フェス」です。「地域の皆さんと一緒に作った森笑米や下田のお米を有名にしたい。」その気

持ちから、森笑米を紹介するイベントを行いました。地域おこし協力隊や、テレビ局の皆さんからも協力してもらい、米

フェスの内容を考えました。米フェス当日は、お客さんがたくさん来てくださいました。お米は売り始めて30分で百袋が

完売しました。他にもお米ゲームをしたり、一本道スヂオさんに作ってもらった「お米の歌」を歌ったりしました。米フ

ェスの様子はテレビ番組でも放送され、下田のお米の魅力をたくさんの人に伝えることができました。 
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ぼくは米作りの勉強を通して、「みんなで協力し合うことの大切さ」を学びました。一生懸命に作ったお米のよさが、

みんなの力で広まっていくことが、とてもうれしかったです。下田のお米は甘くておいしいです。みんなを笑顔にするこ

とができると思います。ぜひ皆さんも下田のお米を食べてください。農家の方への感謝を忘れずに、ぼくも下田のお米を

大切にしていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    文化祭 ～学習発表会・作品展～  
１年生 

 

渡辺杏奈さん…はじめの言葉をがんばりました。 

 大きな声でゆっくり話すことができました。 

山倉友真さん…みんなで歌った「いつだって」を 

 がんばりました。大きな声で歌えました。 

 

 

２年生 

小林美蘭さん…自分のせりふやピアノばんそうを家で練習 

 しました。本番では両方とも上手にできてよかったです。 

古川雅翔さん…本番では大きな声でせりふを言えてよかっ 

 たです。きんちょうしたけど、はく手をもらえたのでうれ 

 しかったです。 

 

 今年は快晴に恵まれた土曜日

開催でした。大勢のお客様が県

内外から来て大賑わいでした。そ

の分、５年生たちの満足感は大き

かったです。今年も貴重な体験を

積むことができました。 

劇「ニャーゴ」 

道徳劇「おおかみさんが やってきた」 

 

 



３年生 

佐藤凌瑛さん…タンバリンで休むところを  

 わすれないように気をつけてがんばりまし 

 た。 

坂井優芽さん…大きな声が出せました。終わ 

 りの発表を家の人にほめてもらえてうれし 

 かったです。 

 

４年生 

 

 

 

 

 

 

小林綾夏さん…リハーサルで先生たちに言われたことを練習して、ゆっくり、ハキハキ話すことを心がけ

ました。本番でそれができてよかったです。 

宮澤宗大郎さん…練習では小さい動きだったけど、本番ではみんなから見やすいように前に出て、大きく

動くことができてよかったです。 

 

５，６年生 

藤田心陽さん…夏休みから練習を始めました。一番難しかったのは低い音です。文化祭が一番うまくでき

てうれしかったです。６年生になったらもっといい音を出したいです。 

青木美結さん…最初は合唱のテンポが速くなったりまちがったりしました。だけど、どんどんテンポを保

てるようになり、音をまちがえなかったのでうれしかったです。 

劇「こんなとき どうする？」 

下田自慢の発表と合奏「ミッキーマウスマーチ」 

合奏「パイレーツ オブ カリビアン メドレー」 

合唱「大切なもの」 

文化祭の日は、今年度一番大勢の方々から学校に

足を運んでいただいたかと思います。お陰様で子ど

もたち全員がそれぞれの困難を乗り越えて発表する

ことができました。地域作品展にもたくさんの御出

品をいただき、ありがとうございました。 

―お知らせ― 

 北五百川在住の藤田様から、チューリップの球根を

500球いただきました。卒業式や入学式等に間に合うよ

うボランティア環境委員会の子どもを中心に大切に育

てていきたいと思います。ありがとうございます。 


